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 防災カルテ様式様式様式様式Ａ～ＣＡ～ＣＡ～ＣＡ～Ｃはははは必必必必ずずずず作成作成作成作成する。様式Ｄは、防災カルテを用いた点検時に、被災

や補修を確認した場合に適宜作成する。また、現状記録写真については、各様式で収まり

きらなかった現状写真等を記録するものである。 

 一つの点検対象箇所において、着目着目着目着目すべきすべきすべきすべき変状箇所変状箇所変状箇所変状箇所がががが複数複数複数複数あるあるあるある場合場合場合場合にはにはにはには、、、、変状箇所変状箇所変状箇所変状箇所ごとごとごとごと

にににに防災防災防災防災カルテカルテカルテカルテ様式様式様式様式ＢＢＢＢをををを作成作成作成作成するするするする。。。。また、被災箇所や補修箇所が複数ある場合には、当該箇

所ごとに防災カルテ様式Ｄを作成する。 

 

 防災カルテの記載内容については、様式別に整理したので次頁以降を参照されたい。 

防災カルテは、以下の様式で構成される。 

 防災カルテ様式Ａ：点検対象の全景と点検方法等を記録するもの。 

 防災カルテ様式Ｂ：点検対象の中でも着目すべき変状について詳細を記録するもの。 

 防災カルテ様式Ｃ：点検結果、被災履歴、補修履歴等を記録するもの。 

 防災カルテ様式Ｄ：詳細な被災履歴、補修履歴等を記録するもの。 

 現状記録写真：様式Ａ～Ｄに入りきらなかった写真等を記録するもの。 



 

項目 記載内容 

様

式

Ａ 

基

本

管

理

項

目 

「地整・都道府県名等」、「管理機関名」、「管理機関コード」、「施設管理番

号」、「橋梁名

＊

」、「橋長

＊

」、「点検対象項目」、「路線名」、「距離標」、「点検箇

所の上下線別」、「延長」、「事業区分」、「道路種別」、「現道・旧道区分」、「所

在地」、「位置目印」、「河川名（河川管理者）

＊

」、「点検位置（北緯、東経）」、

「事前通行規制区間指定」、「規制基準」、「交通量」、「ＤＩＤ区間」、「バス路

線」、「迂回路」、「緊急輸送道路区分」 

注）＊印は橋梁基礎の洗掘の点検対象項目のみ記載。 

点

検

地

点

位

置

図 

縮尺 1/100～1/500 程度で平面図（正面図）、横断面図を作成し、以下の項

目を記載する。スケッチ図作成に当たっては、巻末資料の「防災カルテ様式

Ａ、Ｂ使用記号例」を参考にする。 

①着目すべき変状箇所（変状 No.） 

②調査対象区間、形状寸法、勾配、高さ等 

③既設の対策工が施されている場合、工種、諸元等 

④距離標または目印の位置 

⑤必要に応じて地形地質概要（図示）およびコメント 

⑥その他、必要事項 

点

検

の

有

無 
専

門

技

術

者

に

よ

る 

専門技術者による点検の有無を記載する。 

また、専門技術者による点検が必要な場合は、専門技術者が行う点検にお

いて着目すべき変状および点検内容の要点を記載する。 

の

コ

メ

ン

ト 

専

門

技

術

者 

防災カルテを用いた点検において、特に留意すべき事項や評価および対応

を具体的に記載する。 

防災管理上留意すべき事項を記載する。 

変

状 

着

目

す

べ

き 

防災カルテを用いた点検において災害に至る可能性のある変状の着目点、

およびその点検方法を具体的に記載する。 

 



 

項目 記載内容 

様

式

Ａ 

時

期 

点

検

の 

変状の進行状況、災害に至る内的要因・外的要因等を考慮して、日常点検

等において的確に災害の前兆を把握するため、必要な点検の時期や頻度を記

載する。 

災

害

形

態 

想

定

さ

れ

る 

変状の進行状況、災害に至る内的要因・外的要因等を考慮して、日常点検

等において的確に災害の前兆を把握するため、必要な点検の時期や頻度を記

載する。また、想定される災害が発生した場合の位置、規模、形態を具体的

に記載する。 

道路通行機能への影響が想定できるものについては、以下の表を参考に通行

機能に対する被災ランクを記載する。 

道路に対しての被災ランク 

被災ランク 道路に対しての災害形態 

１ 交通が遮断され、復旧に長時間を要する 

２ 交通が短時間遮断される 

３ 道路に対しては被災なし、または早急に復旧が可能 
 

と

き

の

対

応 

変

状

が

出

た 

変状の進行や前兆現象等が認められた場合、その進行の程度に応じて道路

管理者等が行う「変状が出たときの対応」として応急処置、詳細な調査や計

測、対策工の実施、通行止め等の必要性を具体的に記載する。 

技

術

者

等 

専

門 点検を行った点検者・専門技術者の氏名、会社名、電話番号を記載する。 

様

式

Ｂ 

詳

細

ス

ケ

ッ

チ 

様式 A を拡大したもので、着目すべき変状を詳細に記載する。 

①着目すべき変状箇所の詳細図 

②防災カルテ様式Ａに記載しきれない詳細な情報 

す

べ

き

点 

着

目 

様式Ａで記載しきれない詳細なコメント等を記載する。 

ひとつの点検対象箇所に複数の着目すべき変状箇所がある場合には、必要

に応じて変状箇所ごとに防災カルテ様式 B を作成する。 

また、着目すべき変状箇所を効果的に点検するために、必要に応じて着目

すべき変状箇所チェックリストの作成を行う。 

項

目 

チ

ェ

ッ

ク 

各々の着目すべき点に対する具体的な点検方法について記載する。 



 

項目 記載内容 

様

式

Ｃ 

変

状

履

歴 

防災カルテ様式 A および様式 B を作成した際に、道路管理者等が点検の際

に着目すべき項目およびその内容（変状の程度（数値）や状況等）を記載す

る。 

・

補

修

履

歴 

被

災

履

歴 

防災カルテ様式 A および様式 B を作成した際に、災害や対策工の実績があ

った場合には、その内容を記載する。 

特

記

事

項 

点

検

時

の 

防災カルテ様式 A および様式 B を作成した際に、点検結果に基づき専門技

術者等への依頼事項や、次回点検時に伝えたいことなどを記載する。 

の

対

応 

点

検

後 

専門技術者が防災カルテを用いた点検を実施した場合、必要に応じて、点

検結果により、調査・計器観測や対策工の必要性等を記載する。 

様

式

Ｄ 

・

断

面

図 

平

面

図 

災害や対策工の実績があった場合には、その内容を詳細に記録する。 

特

記

事

項 

災害や対策工の実績があった場合には、「発生年月日」、「規模」、「誘因」、「被

害」、「通行止実績」、「対策工」を記載する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災カルテ様式Ａ，Ｂ使用記号例 


